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社 会 科 討 論 授 業 の た め の 学 習 指 導 案 の 内 容 と 作 成 方 法
On Constructing ａ Lesson Plan for Classroom Debate in Social Studies
１。問題の所在
討論，ディベートが，社会科授業 に広く取り入
れられるようになってきつつある。多数の討論，
ディベートの実践記録を目にする。
しかし，どんな学習指導案をどのように作成す
るのかについては，十分な検討がなされていない。
それは，学習指導案そのものに認められる。
学習指導案は書かれているが，討論，ディベー
トの内容を示さないことである。たとえば，ディ
ベート授業であれば，フォーマットとそれぞれの
ステージにおける一般的な解説のようなことを記
入して，学習指導案とする。
たとえば，図 工のような場合である。中学校地
理的分野における学習指導案である。
学習指導案 は，厂授業分析 に耐え られるように
書かれていることがまず重要」である。学習活動
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?
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や指導過程について，匚もっとも確率が高いと予
想した内容について仮説的に書かれたもの」（岩
田, 1993 : 10）でなければならない。
書かれたように授業を展開するならば, 授業の
目標が達成される，と仮説を述べるのが学習指導
案なのである。仮説は，授業の事実と照合し，検
証されなければならない。
下の学習指導案で言えば，仮説は次のようにな
る。ＥＣ統合の是非についてディベート，パネル
ディスカッションを行なわせ，意見文を書かせる
ならば，意見発表の能力を養い，またＥＣについ
て多面的に考えさせることができる，である。
実際の授業において，ディベート，パネルディ
スカッションを行ったとする。意見文も提出され
た。その後，検証として，目標は達成されたのか
どうか，についての判断を行う。
（4） 第８時「ＥＣ諸国の将来は・・・」
①　本時の目標
・既習事項をもとに自分の考えをまとめ，意見を発表する能力を養う。
・議論を通して，ＥＣの将来について多面的に考えさせる。
②　本時の展開
指 導 内 容 学　　　 習　　　 活　　　 動 指 導 上 の 留 意 点
１ 既習事項をもとに
したディベート
２　パネルディスカッ
ション
３　意見文提出
◇Ｅ Ｃの現状と将来 についてグループごとに立場を
きめてディベートを行う。
＊グループ員にはそれぞれ農，工業従事者，実業家，
サラリーマン，主婦，学生， 中学生などの役割を
与えておく。
論議「ＥＣ統合は是か否か」
１回戦 匚是」グループ対域内国民 匚否」ｸ 勹レープ
２回戦「是」ｸ 勹レープ対域内国民 匚否」ｸ 勺レープ
３回戦　 １回戦劈价 対　 ２回戦勝組
（改めて，「是」「否」ｸ 勹レープを設定してもよい｡）
◇各 グループ の代表者6 ～10名 によるパネル討論を
行い，ＥＣの将来について考える。
・最後にフロアからパネリストへの質疑も認める。
◇EC の将来について簡単に自分の意見を書く。
◇ゲームとして論戦を盛り上
げるよう，司会者に予め指
示しておく。
・時間内最低発言回数未満者
数や，論拠となる既習事項
の正確さを重視した勝敗の
判断を行う。
◇結論を求めず自由な討論に
なるよう配慮する。
◇評価に役立てる。
図１　討論の内容を示さない学習指導案（澁澤, 1995 : 70）
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しかし
，この判断を行うには，目標及び展開の
記述は曖昧である
。「意見を発表する能力」とは，
具体的に何か
。大きな声で発表するようになるこ
とか
，あるいは理由を明確にして発表することな
のか
。「‾多面的」とは，いくつの，どんな面なの
か。また，どの程度までに匚ＥＣの将来」を考え
るのか。
これらのことが観察可能な程度に
，具体的に述
べられていない
。そのため，検証はできない。す
なわち
，先の学習指導案は仮説の役割を担ってい
ないのである
。このことは，実証的な授業研究に
と
っては，致命的な打撃となる。
この問題を克服するために
，社会科討論授業の
ための学習指導案の内容
，及びその作成方法につ
いて考察する
。どんな内容を，どのような方法で
書くのか］こついて明らかにする
。
以下では
，第銷こ社会科学習指導案作成に関す
る先行研究の成果を明らかにする
。第２に，その
成果を討論授業に固有の学習指導案作成の方法へ
と変形する
。第３に，変形された方法によって，
社会科討論授業の学習指導案作成の実際を具体的
に示す。
２
。一般的社会科学習指導案の内容と作成方法
（1）授業構成と学習指導案作成の
一体化
これまで
，学習指導案は単なる表現に過ぎない
とし
，授業構成と分離して考えられる傾向があっ
た
。授業構成とは無関係に，学習指導案の要件や
類型を考察する（たとえば
，次山, 1990,及び清
水
，工995)ような場合がそうである。
この点を改める必要かおる
。そのため，社会科
授業研究における学習指導案作成を前提として
，
その作成作業に組み入れるべき授業構成論を明ら
かにする必要がある。
ここでは
，伊東亮三氏の社会科授業構成論に依
拠するようにしたい
。なぜなら，その授業構成論
は，一般的な社会科の授業に広く適用可能なもの
であるからだ。
伊東氏は
，思考を二つに分ける。匚事実，事象
を見たり聞いたりしたことから簡単なことを知る」
匚判断」が一つである。もう一つは，匚いろいろな判断を前提として，それから新しい判断を結論と
ー
して導き出す
」匚推理」である。前者の結果によっ
て
，知識が得られる。また，後者の結果によって，
理解が得られるとする（伊東, 1982 : 35
―38)0
このような思考論をもとに
，次のような授業構
成が考えられている
。それは，二つの構成作業か
らなる。第１眠教材選択・構成である。第２眠
授業過程構成である。
第１の教材選択
・構成の過程は，三つの段階か
らなる
。第１段階は，匚授業の究極的な到達点と
なる『理解』を明確にすることである
」。第２の
段階では
，匚その理解が得られるための必要最小
限な『知識』を選び出すことである」。第３の段
階は
，「精選された諸知識を発見すための最適
な資料を搜す作業」（伊東ﾕ982 : 40）になる。
このような教材選択
・構成を終えると，第２の
授業過程構成に移る
。ここでは,第工の教材選択・
構成過程とは逆の段階を進むようにする
。すなわ
ち
，資料から知識を得るための匚判断」を促す発
問を明らかにする
。次に，知識から理解を得るた
めの匚推理」を促す発問を明らかにするように進
める。
ここで明らかにされた方法は
，学習指導案作成
の方法に読み替えることができる
。そうすること
は，授業構成と学習指導案の作成との乖離を防ぐ
ことになる。
（2）学習指導案の内容及び作成方法の
一般化
前項では
，授業構成の手順を学習指導案作成の
方法に読み替えることを述べた
。このような観点
で種々の学習指導案をみると
，森分孝治氏による
教授晝の場合に注目したい。たとえば，叩公害』
教授晝試案」（森分, 1978 : 170-工84）かおる。
そこでは
，第扣こ単元名を記すと，匚２，小単元
の目的」
，冂，到達目標」，厂４，小単元の構成」，
及び冂
，授業展開」を示している。
匚到達目標
」の匚概念的説明的知識」は，公害
に関する理論から抽出した内容である
。それは，
「‾概念関連図」として示される。その後，厂小単元
の構成」として
，導入，展開，終結のそれぞれに
おける問いが明示されている。
さらに
，授業展開の内容であるＯ冂，到達目
標
」における匚概念的説明的知識」及び匚概念関
連図」の内容と「‾小単元の構成」における問いと
12－
を，ほぼそのまま組み合わせることによって，作
成されている。 匚小単元の構成」 における問いが
発問 として具体化され，それに対応して「‾概念的
説明的知識」，あるいは 匚概念関連図」 にお ける
個々の内容が 厂生徒から引き出したい知識」とし
て構成されているのである。
以上のことから，主題 の決定から授業展開まで
論理的，客観的な一定の手続きによって作成され
ていることは明らかだ。主題を決定したら理論を
抽出し，関連図 にまとめる。 それにもとづいて，
理論習得 の過程を想定して，発問づくりの指針と
なる問いを構成する。こうして構成された問いを
先に明らかにした知識と対応させ，発問一応答の
授業展開の計画を作成していくようになっている。
このような「‾教授晝」作成の方法は，原田智仁
氏によって，明確に定式化されている （原田，扣
95 : n1 一打9）。 すなわち，第１が教育内容 の確
定，第 ２が知識の構造の作成，第３が問いの構造
の作成, 第 ４が資料の選定である。
このような方法を，一般的な知識・理解の学習
指導となる授業にも適用できるようにする。 その
ため，伊東氏 による知識・理解の学習の授業構成
過程を組み入 れる。そうして，授業展開計画の作
成まで含めて，図式的に示す。
１
２
３
教育内容の検討（いわゆる教材研究）
目標となる理解内容の決定
知識・理解の構造の作成
知識Ｂ
遍解Ａ
／
知識Ｃ
知識Ｄ
４　問いの構造の作成
発問ｂ
発問ａ
／
発問ｃ
発問ｄ
５ 資料の選定
発問ｂ
発問Ｃ
発問ｄ
資料ア
資料イ
資料ウ
知識Ｂ
知識Ｃ
知識Ｄ
発問 教授・学習活動 資料 知識
発問ａ
発問ｂ
Ｔ：学習問題として
提示する
Ｔ：発問
Ｃ：資料を読む
Ｃ：答える
(以下略)
資料ァ
知識Ｂ
図２　学習指導案作成の方法
(3) 目標の設定
上で は，教育内容 につ いての検討を行 って，授
業目標の設定を行うとしている。 しかし，授業目
標設定の方法は必ずしも明らかではない。
そこで，星村平和，岩田一彦の両氏が明らか に
する目標の決定過程を みてみよう。次のように示
されている( 星村・岩田, 1983 : 50－74)。
箒 川こ，学習指導要領の分析・研究である。学
習指導案を書こうとする単元の内容を中心 に，隣
接する単元の内容や系統についてまとめる。学習
指導要領の記述を参考にして，関連図 にする。そ
うすることによって，学習内容 の範囲，程度，重
点等について検討できる。
箒 ２に，教科書の分析・研究に移る。単元の全
体像をもとに，学習の前提となる条件を確認する。
その上で，必要となる資料や知識の記述が不足し
ていないかどうかバこついて分析していく。
箒 ３は，社会諸科学の成果 の活用であるＯ ここ
では，学問研究 の成果によって，裏付けを行うこ
とになる。学習指導要領, 教科書の分析によって，
指導したい理解の内容がおおよそ明 らかになって
いる。それついて，社会諸科学が明らかにした法
則や概念，理論を参照して検討することである。
あるいは，社会諸科学の研究成果を理解レベルの
内容として導入することもある。
ここまでくると，箒 ４段階 の教育内容の選定が
可能になる。先の知識・理解の構造のような形で
整理して，その全体像を明らかにできよう。その
知識・理解の構造と関連させ，学習者の既有 の知
識や経験を明らかにするのが，第 ５の子どもの実
態分析である。ここで明らかになった既有 の知識
や経験を, 学習に生かすことを検討するのである
Ｏ
以上のような過程によって，目標の決定ができ
る1)。 こうして，目標が設定されたら，先に明ら
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６　授業展開の作成
知識・理解の構造における知識 一理解，選定
された資料，問いの構造における発問を授業展
開の形式に再構成する。
かにした学習指導案の作成の作業に移る。
３。社会科討論授業学習指導案の内容と作成方法圉　社会科討論授業の特質
これまで検討してきた社会科学習指導案の内容
及び作成方法は
，一定の授業を前提としている。
発問と提示した資料によって
，学習者の思考と応
答を促し，段階的な知識の習得を経て目標の達成
を図る授業である。
それは
，応答となる知識・理解の構造，発問と
なる問いの構造を作成することからも明らかであ
ろう
。すなわち，発問一応答授業であり，それに
対応したものとなっている。
そこで
，討論授業に適切なものに変形すること
を考える
。そうすれば,社会科討論授業を行うの
に必要な学習指導案の内容
，及び作成方法を明ら
かにすることができる。
この変形の作業を可能にするには
，社会科討論
授業の特質を明らかにすることから始まる
。一般
的な発問一応答授業と討論授業との差異を明らか
にする
。そうすれば，その差異に基づいて一般的
な学習指導案の内容
，作成方法の一部を，討論の
指導にふさわしいものに変形できよう
。
そこで
，まず討論授業について明確にしておこ
う
。もちろん，多様な討論授業を考えることがで
きる
。よりよい科学的な認識，より高いレベルの
理解を達成するための討論授業がある
。また，討
論の社会的な意義を重視して
，より望ましい社会
のあり方を検討させるための討論授業もある
。
どのような討論授業であっても
，学習者相互に
対立的に主張を交わし
，それぞれの主張について
批判的に検討する活動を含む
。
一方，発問一応答授業は，先に述べたように，
発問と提示した資料によって
，学習者の思考と応
答を促し
，段階的な知識の習得を経て，目標の達
成を図る授業である。目標は，質の高い知識，理
解の形成にある。
対比的に改めて述べる
。すなわち，討論授業は，
学習者に収集した資料をもとに主張させることに
よって
，他の学習者の批判を促し，互いに批判を
行う段階を経て
，目標の達成を図る授業である。
目標は，質の高い主張の形成にある。
－
この討論授業の特質に着目する
。学習指導案の
内容及び作成方法を
，この特質に適したものとす
ればよいのである
。対立的に主張を提起し，批判
的に検討する活動や内容について
，学習指導案に
記入することである。また，その記入の方法を明らかにすることである。
（2）社会科討論授業の学習指導案への変形一般的な学習指導案の内容と作成方法を討論授
業に適したものに変形していく
。まず，第１に目
標の設定について検討しよう
。
ここでは
，対立的な主張や現実の論争について
の検討を行うことを加えたい
。よりよい科学的な
認識
，より高いレベルの理解を達成するための討
論の授業の場合であれば
，学問的な論争を参考に
することが必要となる
。たとえば，よく知られた
ところであれば
，邪馬台国論争であるＯ邪馬台国
論争をモデルとすることによって
，歴史的分野に
おける邪馬台国の討論授業について
，よりよく構
想することができるＯ
一方，討論の社会的な意味を重視して，より望
ましい社会のあり方を検討させるための討論授業
の場合である
。ここでは，現実の論争についての
検討を行うことが討論授業の構想に役立つ
。環境
問題についての
， を成するケースであ
る
。それには，たとえば現実のゴミ有料制導入の
論争について検討してみることが効果的である
。
このような検討を
，目標設定の過程に組み入れ
るようにする
。目標決定過程の変形となる。
第２に
，対立的に意見を交わして批判的に検討
する活動とその内容について
，学習指導案に記入
することである。また，その記入の方法が必要で
ある。
それには
，一般的な学習指導案の内容及び作成
方法における
，知識・理解の構造の変形を考えて
みる
。それは，対立的な主張が提起され，批判的
な検討が展開される構造への変形である
。
もちろん
，討論の形式によって，多様に考えら
れる
。できるだけ単純化し，無理なく活用できる
基本的なモデルとして
，次の図３のような討論展
開のモデルが考えられる。
14－
論 題
?? 知識Ａ１←資料a1-質問・反論：知識Ｎ３←資料n3定的主張十 知識Ａ２←資料a2-質問・反論：知識Ｎ４←資料n4
知識Ｎ１←資料n1-質問・反論：知識Ａ３←資料a3
定的主張
十
知識Ｎ２←資料n2-質問・反論：知識Ａ４←資料ａ4
図３　討論展開のモデル
この図においては
，討論のテーマとなる論題を
設定する
。その後，肯定，否定の主張をつくる。
その際に必要となる知識を明らかにし
，その知識
を得させる資料を選定するようになっている
。加
えて
，それぞれの主張に対して，同様に質問，反
論を行わせる
。最後に，肯定,否定の互いの主張，
及び批判の内容を考慮した包括的な主張を形成さ
せるようなモデルとなっている。
このような討論展開モデルの図にしたがって
，
実際の討論展開図を作成する
。実際に行われるで
あろう
，あるいは行うことが望ましい討論につい
て具体的に明らかにすることである
。
実際の討論展開図が作成できたら
，必要に応じ
て
，発問や助言などの指導言を書き加えていくよ
うにする
。一方，討論の形式が明確であれば，そ
の必要性は減じられる
。また，学習者に討論学習
の経験が一定程度ある場合も同様である。
４
。社会科討論授業の学習指導案作成の実際
（1）論争の検討と討論展開図の作成
これまでに明らかになった討論授業の学習指導
案の内容及び作成方法に従って
，本小論の冒頭に
引用した匚ＥＣ諸国の将来は‥・」の学習指導
案を書き換える
。そ学習指導案が１時間のもの
であるので
，同様に１時間の討論授業の学習指導
案を作成する
。単元全体としては，発問一応答授
業を展開し
，その最後の時間に討論授業を組み入
れるという場合を想定する
。討論のための特別な
準備は
，必要としないものとする。
先に
，現実の論争についての検討を目標決定過
程に組み入れることを述べた
。また，知識・理解
の構造に代えて討論展開図を作成することを述ベ
ー
?
??
主 張
た
。紙幅の関係で，以下ではこれらの点だけを具
体的に明らかにしたい。
さて
，ヨーロッハの統合は, ECSC (欧州石
炭鉄鋼共同体), EEC (欧州経済共同体), EU
（欧州連合）と進展してきた
。第２次世界大戦後
の復興期から始まり
，市場の単一化によってEU
諸国の経済的発展を実現することを目的とする
。
また
，外交・安全保障，内政についての政治的統
合を果たすことによって
，ヨーロッパに平和のた
めの秩序を実現しようとするものである
。
この統合は
，ＥＵ諸国が主権一部を譲渡し，
超国家的な機構の確立を模索するものである
。そ
れは
，近代的な国民国家が一定の限界に達したこ
とによる
，脱近代の国家を求める動きであろう。
また
，地域，国家，ヨーロッパの三層からなる，
多元的なアイデンティティ形成の試みでもある
。
この統合の進展においては
，当然様々な論争，
対立かおる
。匚ヨーロッパ合衆国」のような連邦
制を考えているのがフランス
，ドイツ等である。
一方，国家の主権を尊重して国家連合にとどめよ
うとするのがイギリスである
。ここに国民国家の
伝統を尊重するか
，その解体，再編を積極的に進
めるか
，という対立かおる。
一方,デンマーク・ショックと呼ばれたデンマー
ク国民投票による
，マーストリヒト条約批准の否
決もある
。豊かな国と貧しい国とが統合されるこ
とによって，豊かな国の国民は，これまで享受し
てきた社会保障等が失われることを懸念している
。
逆に
，統合によって援助が期待できる国々は歓迎
する。経済的な発展の違いによっても対立が生じ
ている。
このように現実の対立，論争をみてくると，討
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論の内容が明らかになってこよう
。ただし，近代
的な国民国家の是非については
，中学校社会科の
地理的分野の単元では取り扱うのが困難である
。
国民国家形成についての歴史的な認識も必要にな
るからである
。そのため，これは除いておく。
すると
，ＥＵ統合の目的である平和な秩序の創
設
，経済の発展の是非がある。これらの政治的，
経済的な面に加えて，制度，文化的な面からの統
合への抵抗もあろう。
第１の統合による平和な秩序の創設は
，本来的
な目的であり
，統合に肯定的な立場から積極的に
主張すべき内容である
。しかし，民族問題，民族
対立がみられることから
，否定的な立場からの批
判的な検討も必要とするだろう
。
同様に
，第２の経済発展についても統合に肯定
的な立場からすれば大きなメリットとして主張さ
れるだろう
。また，否定的な立場からすれば疑う
べきことになろう
。多様で多くの国かおり，等し
くその恩恵を享受するとは考えられないからだ
。
第３に，制度，文化的な面からの統合への抵抗
〈論　題〉
ＥＵの統合
を進めるべきである
?
も討論させたい
。各国固有の制度や文化の違いを
乗り越えられるかどうか，どう乗り越えるのかの
検討となるだろう。
授業の目標としては
，単元匚ＥＵの汨々」の終
末に位置付くことから
，単元の学習内容の総括を
させたいことがある
。そのため，上で明らかにし
た討論の内容に応じて
，ＥＵ諸国の政治，経済，
制度
，文化面を振り返って，総合的にＥＵ統合の
進展の是非について考えさせたい
。
それには
，明確な主張や批判的な検討が欠かせ
ない
。したがって，教科書の記述や資料に根拠を
求め
，明確に主張,批判できるようにもさせたい。
以上のように考え
，図４のように討論の展開図
を作成した
。中心発問も加えた。
（2）「討論
，ＥＵ統合」の学習指導案
上では
，ＥＵ統合の進展に関する現実の論争，
対立を考慮して
，授業の目標を検討し，討論展開
図を作成した
。それに基づいて作成した学習指導
案を示す2）。教授書に準じた形態を採用するよう
にして作成した。
経済の発展←市場統合の一ｰ一失業者によ←外国人労働
メリットがあ　　　　　　　　　効果　　　　　る悪影響　　者問題るので肯定‾
レ
平和の実現←地理的関係一民族主義的←多様な民族
対立 の居住
晉言言ﾊﾞﾅﾅ格差是正に←各国の産業一経済発展に←工業の再繼よる不利益　の格差　　　　よる回復
統合への不←各国の制度一理解可能　←共有の文化安　　　　　等の違い
〈発問〉統合のメリット，デメリットは何か
各国
，民族
の事情や文
万
化を尊重し
１ながら，経
１済発展に努めるべきだ
統合をよりよく進めるにはどうするべきか
図４　ＥＵ統合進展の是非の討論展開
中学校第１学年社会科地理的分野学習指導案１　テーマ匚討論，ＥＵ統合進展の是非」（１単位時間）２　学習指導の目標
単元「ＥＵの国々」の総括として，既習事項をもとに，論題を匚ＥＵの統合を進めるべきである」とし，その是非を討論させることによって，次の三つの目標を達成する。
剛　教科書の記述や資料を活用し，論題を肯定あるいは否定する，以下のような主張ができる。・肯定的主張　ＥＵ統合の進展は経済の発展及び平和の実現というメリットを生む。
・否定的主張　ＥＵ統合の進展は格差是正による不利益及び統合の不安というデメリットを生む。(2) (1)の主張に対して学習者相互に反論を行い，批判的に検討できる。
(3) (2)の結果に基づいて，肯定と否定の両論を考慮し，ＥＵ統合の進展について各国，民族の事情や文化を尊重しながら，経済発展に努めることを求めるような主張ができる。
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３　学習指導の展開
指　　　　導　　　　言 教授・学習活動 資　　 料 生　 徒　 の　 発　 言
論
題
の
提
－不
と
主
張
の
準
備
・ＥＵ諸国の統合について，「EU
は統合を進めるべきである」を論
題に，その是非について討論を行
う。
・これまでの学習を振り返って，
考えなさい。統合が進むことによ
るメリット，デメリットは何か。
・論題に対して肯定するか，否定
するか。どちらかを選びなさい。
・肯定の立場になる者は，教科書
の資料や記述文に根拠を求め， そ
れに基づいてメリットを主張でき
るように意見をまとめなさい。否
定の立場になる者は，同様にして
デメリットを主張できるように意
見をまとめなさい。
Ｔ：論題を提示
Ｔ：発問
Ｐ：応答
Ｔ：指示
Ｐ：選択
Ｔ：指示
Ｐ：調べる
ワークシー
トに記入
ワ ー ク シ ー ト
・経済の発展
・平和の実現
・格差是正による不利益
・統合への不安
肯
定
的
主張
と否
定
的
立場
か
ら
の反
論
・討論を始める。論題を肯定する
立場から， メリットを主張しなさ
い。
・肯定の立場の主張に対して，否
定の立場の者は反論を述べなさい。
Ｔ：指示
Ｐ：肯定的主張
Ｔ：指示
Ｐ：反論発表
教科書・記述
p.98 － 99 「EU
の発足と発展」
教科書・地図
p.99「EU 加盟
国と各国の首都」
教科書・記述
p.103 厂外国人労
働者にたよって
きた匡I々 」
教科書・図p.109
「 ヨーロ ツノ｀ぐの
民族分布」
・ＥＵの統合は，経済発展のメリット
を生む。なぜなら，市場を拡大するこ
とによって，工業発展している事実が
あるからだ。
・ＥＵの統合は，平和を実現する。な
ぜなら，これまで国境を接して争いを
続けてきた国々が一つにまとまるか
らだ。
・経済発展すると言うが，それは困難
である。なぜなら，失業者の問題が起
きているおり，悪影響が考えられるか
らだ。
・平和が実現するというが，考えられ
ない。なぜなら，多数の民族が居住し，
民族対立の問題があるからだ。
否
定
的
主
張
と
肯
定
的
立
場
か
ら
の
反
論
・論題を否定する立場から， デメ
リットを主張しなさい。
・否定の立場の主張に対して，肯
定の立場の者は反論を述べなさい。
Ｔ：指示
Ｐ：否定的主張
Ｔ：指示
Ｐ：反論発表
教科書・記述
pﾕ05 匚ＥＵと農
剿
教科書・記述
p.99 匚ＥＵ の課
剔
教科書・記述
P.102 ―103 「変
動する工剿
教科書・記述
p.101「共通する
文化的な伝統」
・ＥＵの統合は，格差是正による不利
益を生む。なぜなら，豊かな国と貧し
い国が一つになることによって，農業
の場合のように豊かな国が利益を失
うことが考えられるからだ。
・ＥＵの統合は，多くの国民に不安を
与える。なぜなら，それぞれの国によっ
て様々な制度が異なるにもかかわら
ず，一つにまとめようとするからだ。
・格差の是正の不利益を生むと言う
が，経済発展による回復が見込める。
なぜなら，国境を越えて工業が再編さ
れるような事例があるからだ。
・多 くの国民に不安を与えると言う
が，その克服は可能である。なぜなら，
言語や宗教など共通する文化的伝統
があるからだ。
総
括
・これで，討論を終える。討論を振
り返りながら，ＥＵの統合をより
よく進めるにはどうするべきか，
意見をまとめて書きなさい。討論
の立場を離れて，考えなさい。
Ｔ ： 指 示
Ｐ ： ノ ー ト
・ＥＵの統合をよりよく進めるには
デメリットを小さくし，メリットを大
きくしなければならない。それには，
各国，民族の事情や文化を尊重しなが
ら，経済発展に努めなければならない。
ワークシート3）以外の資料は，教科書『新編　新しい社会　地理』（東京書籍, 1998) による。
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このように書けば,読むだけでこんな討論はさ
せるべきではない
，できないという意見が出てこ
よう
。そうなれば，それはなぜか，どこを修正す
るべきか
，と授業研究のための討論が起きる。
また
，この学習指導案に基づいて，実際に授業
を行ったとする。授業の事実と照らし合わせるこ
とも容易である。
ここで新たに作成した学習指導案は
，本小論の
冒頭において引用した学習指導案とは
，決定的に
異なるＯ授業研究に資するものになり得ている。
５。結　語
社会科討論授業の学習指導案には
，問題かおる。
そもそも学習指導案が書かれない傾向かおり
，書
かれても不十分であることだ。その改善を図るこ
とが目的であった。
そこで
，社会科討論授業のための学習指導案の
内容と作成方法について明らかにしてきた
。社会
科学習指導案作成に関する先行研究の成果を
，討
論授業に適した学習指導案の内容,作成方法へと
変形する試みを行った
。次二つである。
①　対立的な主張や現実の論争についての検討
を行うことを目標決定の過程に加えること
②　知識・理解の構造を討論展開のモデルに代
えること
こうして明らかになった方法にもとづいて
，社
会科討論授業の学習指導案作成の事例を示すよう
にした
。日常的な授業の中で可能な，１時間の討
論授業の学習指導案作成を示すことにした
。
ただし
，単元レベルの討論授業の学習指導案作
成の実際を示すまでに至らなかった
。それでも，
単元レベルの場合も
，ほぼ同じような内容，方法
で可能だと考えている
。別の機会に示したい。
また
，このようにして作成した討論授業の学習
指導案を実践に移すことも試みてみたい
。その結
果によって
，さらに社会科討論授業を充実させる
学習指導案の内容及び作成方法を考察できる。
〔註〕
１）ここで明らかにされた目標決定過程は
，必ずしも
順序通り進むとは限らない
。前後しつつそれぞれの
内容が関連づけられ
，目標決定に至る。
２）学習指導案には，評価は記していない。評価につ
いては，別の機会に明らかにする。
３）ワークシートについては,佐長, 1997を参照のこと。
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